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「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

（
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
や
ス
マ
ホ

決
済
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
納
付
）

※
バ
ー
コ
ー
ド
付
の
納
付
書
に
よ

る
コ
ン
ビ
ニ
納
付
等
は
通
常
ど

お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

❷
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
電
子

申
告
・
電
子
納
付
等

❸
Ｏ
Ｓ
Ｓ（
自
動
車
保
有
関
係
手

続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
）を
利
用
し
た
電
子
申
告
に

伴
う
電
子
納
付

※
詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
収
納
対
策
課
☎
43
・
５
２
６
４

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
は
利
便
性
向
上
を

目
的
に
、令
和
８
年
９
月
に
シ
ス
テ

ム
を
更
改
し
ま
す
。更
改
に
伴
う

サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間
中
は
、電
子
申

告
や
電
子
納
付
な
ど
の
手
続
が
で

き
ま
せ
ん
。申
告
期
限
や
納
付
期
限

を
過
ぎ
る
と
、不
申
告
加
算
金
や
延

滞
金
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間
を
考

慮
し
た
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
期
間　
９
月
19
日（
土
）午
前

０
時
～
９
月
24
日（
木
）午
前
８

時
30
分

停
止
す
る
手
続

❶
ｅ
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
・
ｅ
Ｌ
番
号
を
利

用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

税金

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
停
止
の
お
知
ら
せ

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
転
居
や
転
入
に
よ
る
電
子
証
明

書
の
手
続
き
時
も
、
同
様
に
氏

名
の
振
り
仮
名
の
記
載
が
必

要
で
す

▼
ロ
ー
マ
字
表
記
の
氏
名
お
よ
び

西
暦
表
記
の
生
年
月
日

　

振
り
仮
名
記
載
対
象
の
人
で
、

ロ
ー
マ
字
表
記
の
氏
名
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、既
に
お
持
ち
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
追
記
欄
に

ロ
ー
マ
字
の
氏
名
お
よ
び
西
暦
表

記
の
生
年
月
日
を
記
載
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー

ト
）
と
同
じ
表
記
と
な
り
ま

す
。
手
続
き
の
際
に
確
認
し
ま

す
の
で
、
旅
券
を
持
参
く
だ
さ

い
問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

　

令
和
８
年
５
月
26
日
以
降
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
氏
名
の
振

り
仮
名
を
記
載
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。振
り
仮
名
を
記
載
す

る
に
は
、戸
籍
お
よ
び
住
民
票
に

氏
名
の
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
振
り
仮
名
が
印
字
さ
れ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行

　

戸
籍
お
よ
び
住
民
票
に
振
り
仮

名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、令

和
８
年
５
月
26
日
以
降
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る

と
、氏
名
の
右
側
に
振
り
仮
名
が

印
字
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
交
付
申
請
後
に
振
り
仮
名
が
記

載
さ
れ
た
場
合
は
、カ
ー
ド
の
受

取
時
に
券
面
記
載
事
項
の
更
新
手

続
き
を
行
い
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
追
記
欄
に
振
り
仮
名
を
印
字

し
ま
す
。

▼
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き

　

振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
対
象
者

は
、券
面
記
載
事
項
の
変
更
手
続

き（
氏
名
の
振
り
仮
名
記
載
）を

行
っ
た
後
に
、電
子
証
明
書
の
更

マイ
ナンバー
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の

氏
名
の
振
り
仮
名
の
記
載
に
つ
い
て

・
補
足
的
老
齢
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金　
82
万
４
１
０
０
円
を

超
え
92
万
４
１
０
０
円
以
下

・
障
害
基
礎
年
金・遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
で
、前
年
の

所
得
額
が
４
９
１
万
８
０
０
０
円

（
扶
養
親
族
等
の
数
に
応
じ
て

増
額
）以
下
の
人

※
こ
れ
ら
の
所
得
基
準
は
、
令
和

８
年
10
月
以
降
の
支
給
分
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す

▼
請
求
手
続
き

・
す
で
に
給
付
金
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
２
年
目
以
降
の
請
求

手
続
き
は
不
要
で
す
。た
だ
し
、

令
和
８
年
度
の
審
査
で
、
不
該

当
と
な
っ
た
場
合
は
、
不
該
当

通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

・
令
和
８
年
度
に
新
た
に
給
付
金

の
支
給
対
象
と
な
る
人
に
は
、

９
月
初
旬
頃
か
ら
請
求
手
続
き

の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
案
内

に
同
封
の
ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
年
金
を
新
た
に
受
給
さ
れ
る
人

は
、
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併

せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金（
以

下
、給
付
金
）は
、公
的
年
金
等
の

公
的
年
金
等
の

収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が

収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一一
定定

基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
受
給
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
、ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は

日
本
年
金
機
構（
年
金
事
務
所
）が

行
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
で
、次
の
❶
～
❸
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
人

❶
65
歳
以
上

❷
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税

❸
前
年
の
公
的
年
金
等
収
入
金
額

と
そ
の
他
の
所
得
の
合
計
が
次

の
基
準
を
満
た
す

昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

・
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

82
万
６
５
０
０
円
以
下

・
補
足
的
老
齢
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金　
82
万
６
５
０
０
円
を

超
え
92
万
６
５
０
０
円
以
下

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

・
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　
82
万
４
１
０
０
円
以
下

年金

対
象
者
に
は
年
金
に
上
乗
せ
し
て
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

所
で
給
付
金
の
請
求
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
世

帯
変
更
や
所
得
情
報
の
変
更
が

あ
り
、
給
付
金
の
支
給
対
象
と

な
っ
た
場
合
は
、
ご
自
身
で
年

金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
で
請

求
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
等
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

◇
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
・
05
・
４
０
９
２

明
石
年
金
事
務
所
管
内

出
張
年
金
相
談
【
完
全
予
約
制
】

▽
日
時　
10
月
15
日（
木
）

 
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館　

▽
受
付
期
間　
９
月
15
日（
火
）～

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
受
付　
明
石
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

　
音
声
案
内
①
→
②

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

納期限は９月30日（水）納期限は９月30日（水）

❶固定資産税 【３期】
❷国民健康保険税 【３期】
❸後期高齢者医療保険料 【３期】

「うっかり忘れ」の防止に口座振替を「うっかり忘れ」の防止に口座振替を
　納付には、安全・便利・確実な口座振替
をご利用ください。口座から自動的に引き落
とされるため、納めに行く手間が省け、納期
限を忘れてしまっていても安心です。市内
の金融機関や市役所で申し込みできます。
問❶❷税務課☎43-5213
　❸長寿・保険課 医療保険係☎43-5257
※納付が困難な場合、担当課または収納対策課

(☎43-5264)までご相談ください

子育て

令
和
９
年
度
保
育
所
等
入
所
申
込
に

必
要
な
書
類
に
つ
い
て

※
取
得
し
た
就
労
証
明
書
は
、
学

童
保
育
利
用
申
し
込
み
に
添
付

で
き
ま
す
（
内
容
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
、
新
し
い
証
明
書

の
提
出
が
必
要
）

「
就
労
」
以
外
（
妊
娠
・
出
産
、

疾
病
な
ど
）
の
場
合

　

理
由
に
よ
り
必
要
書
類
が
異

な
り
ま
す
の
で
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

 

令
和
９
年
度
中
に
育
児
休
業
か

ら
復
職
す
る
場
合（
未
出
生
児
を

含
む
）も
、10
月
の
受
付
期
間
中
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
43
・
５
２
１
９

　
令
和
９
年
度
南
あ
わ
じ
市
保
育

所
等
入
所
申
込
の
受
付
を
、10
月
１

日
か
ら
20
日
の
間
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
い
ま
す
。必
要
書
類
が
そ
ろ
っ

て
い
な
い
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、お
早
め
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
（
保
育
所
等
を
利
用
す

る
理
由
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

「
就
労
」（
育
休
含
む
）の
場
合

　
「
就
労
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

事
業
主
に
作
成
を
依
頼
す
る
た

め
、時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。余
裕
を
も
っ
て
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

※
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

各
保
育
所
、
こ
ど
も
園
、
幼
稚

園
お
よ
び
こ
ど
も
未
来
課
で
配

布
し
て
い
ま
す

「
子
育
て
応
援
優
待
カ
ー
ド
（
ゆ
め
る
ん
カ
ー
ド
）」

美
菜
恋
来
屋
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
対
象
施
設
に

受
付
で
ゆ
め
る
ん
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
、
１

時
間
５
０
０
円
の
と
こ
ろ
、
平
日
は
特
別
価
格

の
３
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
、 

０
歳
〜
小
学
３
年
生
ま
で

（
か
つ
身
長
１
３
０
㎝
未
満
）

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
食
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
☎
43
・
５
２
２
４
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で
の
事
業
の
効
果
検
証
を
実
施
し

た
上
で
、事
業
の
終
了
や
継
続
な
ど

所
要
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、就
学
に
つ
い
て
は
、奨
学

金
の
充
実
や
授
業
料
の
無
償
化
が

進
む
な
ど
、就
学
に
係
る
経
済
的
な

面
を
含
め
、就
学
環
境
は
大
き
く

変
わ
っ
て
き
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

他
方
、こ
れ
ま
で
の
事
業
効
果
検

証
に
お
い
て
、学
生
世
代
が
本
市
で

生
活
す
る
こ
と
に
よ
る
郷
土
愛
の

醸
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
、

引
き
続
き
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、就
学
に
係
る
状
況

の
変
化
も
踏
ま
え
、島
外
通
学
者
・

島
内
通
学
者
に
つ
い
て
、助
成
率
を

20
％
と
し
た
上
で
、引
き
続
き
事
業

を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、島
外
通
勤
者
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
、概
ね
２
～
３
年
の

利
用
が
多
い
と
の
実
態
を
踏
ま

え
、助
成
期
間
の
上
限
を
36
カ
月

と
し
、引
き
続
き
定
住
促
進
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
本
事
業
の
継
続
は
、令
和
９
年

度
予
算
の
成
立
が
前
提
と
な
り

ま
す
。ま
た
、今
後
事
業
内
容
を

変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43・５
２
０
５

９９ ８８

「
こ
ど
も
生
活
応
援
商
品
券
」
を

送
付
し
ま
す

子育て補助
制度

▽
補
助
額　
夫
婦
と
も
に
29
歳
以

下
の
場
合
は
上
限
60
万
円
、
そ

の
他
の
場
合
は
上
限
30
万
円

▽
補
助
対
象
経
費　

住
宅
取
得

費
、
賃
貸
住
宅
の
賃
借
に
要
し

た
敷
金
・
礼
金
・
仲
介
手
数
料

（
家
賃
を
除
く
）、
引
越
費
用

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
☎
43
・
５
２
０
５

　
新
婚
世
帯
が
市
内
で
新
生
活
を

ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、
要
し

た
費
用
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

▽
交
付
要
件　
❶
令
和
８
年
度
に

婚
姻
届
を
受
理
さ
れ
た
夫
婦

❷
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に
お

い
て
39
歳
以
下
❸
世
帯
の
合

計
所
得
額
が
５
０
０
万
円
未

満
❹
市
税
の
滞
納
が
な
い
❺

国
が
定
め
る
講
座
等
の
受
講

を
し
て
い
る 結

婚
新
生
活
支
援
補
助
制
度

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受

け
る
子
育
て
世
帯
の
生
活
支
援
と

地
域
商
業
の
活
性
化
を
目
的
に
、

０
歳
か
ら
高
校
生
等
ま
で
の
児
童

を
対
象
に
、「
南
あ
わ
じ
市
連
合

商
店
街
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」

を
給
付
し
ま
す
。

　
８
月
下
旬
か
ら
、
児
童
１
人
に
つ

き
５
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
ゆ
う

パ
ッ
ク
で
発
送
し
て
い
ま
す
。
対
象

件
数
が
多
い
た
め
、
到
着
ま
で
の
日

数
は
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

給
付
対
象
者

❶
８
月
１
日
時
点
で
南
あ
わ
じ
市

に
住
民
票
が
あ
る
児
童
（
平
成

20
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）

❷
８
月
２
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

に
住
民
登
録
し
た
児
童
（
た
だ

し
、
11
月
30
日
午
後
５
時
ま
で

に
そ
の
児
童
も
し
く
は
保
護
者

等
が
市
役
所
本
館
窓
口
で
住
民

登
録
し
た
旨
を
申
し
出
た
場
合

に
限
り
ま
す
）
な
ど

※
８
月
２
日
以
降
に
住
民
登
録
し

た
児
童
に
つ
い
て
は
、
商
品
券
を

市
役
所
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す

使
用
期
間

　
受
取
日
～
11
月
30
日（
月
）

取
扱
店
舗　
商
品
券
の
郵
送
時
に

取
扱
店
舗
一
覧
を
同
封
し
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
事
業
内
容
に
つ
い
て

　
南
あ
わ
じ
市
生
活
応
援
商
品
券

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
43
・
３
０
３
０

障害
年金スポーツ

　
西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
芝
生

化
に
伴
い
、
次
の
期
間
の
利
用
を

制
限
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

利
用
制
限
期
間

❶
芝
生
の
養
生
作
業
の
た
め

　
９
月
25
日（
金
）ま
で

❷
夏
芝
か
ら
冬
芝
へ
切
替
作
業
の

た
め

　
10
月
10
日（
土
）～
31
日（
土
）

※
天
候
や
芝
生
の
生
育
状
況
に
よ

り
、制
限
期
間
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

※
そ
の
他
、詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

▽
芝
生
化
に
関
す
る
こ
と

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
43
・
５
２
３
４

▽
利
用
・
予
約
に
関
す
る
こ
と

　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
36
・
２
０
２
７

西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
芝
生
化
に
伴
う

利
用
制
限
に
つ
い
て

交流
イベント
「
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ 

Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
～
ま
る
っ
と

あ
わ
じ
か
ん
～
」
ｉ
ｎ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

❶
淡
路
島
内
に
在
住
・
在
勤
の
男
性

❷
淡
路
島
内
に
在
住
・
在
勤
、
ま

た
は
移
住
意
思
が
あ
る
女
性

定
員　
24
人
（
男
女
各
12
人
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す

申
込
方
法　

申
込
フ

ォ
ー
ム
か
ら
申
込

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
９
月
30
日（
水
）

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
☎
43
・
５
２
０
５

　
島
内
３
市
が
連
携
し
て
、
20
代
限

定
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ゲ
ー
ム
大
会
、
ト
ー
ク
タ
イ
ム
な
ど

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
17
日（
土
）

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘 

国
生
み
の
館

対
象　
お
お
む
ね
20
代
の
独
身
者

で
次
の
❶
❷
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
人 

補助
制度
通
勤
・
通
学
者
交
通
費
助
成
金
制
度
が

令
和
９
年
度
よ
り 

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

大切な方を偲び、心に残るお食事に。

※仕入れ状況により、内容が変わる場合もございます。

※お子様用二段膳もございます。※写真はイメージです。

　昴
（すばる）　8,800 円（税込）

蓮　見
（はすみ）　6,600 円（税込）

淡路島海上ホテルのご法事二段膳

TEL.0799-52-1175
兵 庫 県 南 あ わ じ 市 福 良 甲 2 1 - 1  

　
防
災
行
政
無
線
の
再
整
備
工
事

に
伴
い
、
各
家
庭
お
よ
び
事
業
所

等
に
設
置
し
て
い
る
戸
別
受
信
機

の
取
替
を
実
施
し
ま
す
。

※
取
替
費
用
は
無
料

実
施
地
区　
緑
地
区
・
西
淡
地
区

実
施
時
期　
令
和
８
年
９
月
よ
り

順
次
開
始
予
定

工
事
受
注
者
　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ

ネ
ク
ト
株
式
会
社
（
取
替
作
業

は
市
発
行
の
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
た
作
業
員
が
訪
問
）

※
取
替
工
事
は
地
域
ご
と
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
工
事
が
近
付
い

た
地
域
に
は
、
改
め
て
防
災
行

政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
南
淡
地
区
に
つ
い
て
は
、
令
和

９
年
に
予
定

問
危
機
管
理
課

　
☎
43
・
５
２
０
３

戸
別
受
信
機
の
取
替
工
事
の
お
知
ら
せ

緑
地
区
・
西
淡
地
区
で
始
ま
り
ま
す

防災
　
新
婚
世
帯
の
市
内
へ
の
定
住
や

民
間
賃
貸
住
宅
の
活
用
を
図
る
た

め
、
家
賃
補
助
を
行
い
ま
す
。

▽
交
付
要
件　

❶
婚
姻
ま
た
は

県
・
市
が
規
定
す
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
届
出
日
よ
り
4

年
以
内
の
申
請
❷
市
内
の
民

間
賃
貸
住
宅
と
契
約
を
締
結

し
て
い
る
❸
市
税
・
家
賃
の
滞

納
が
な
い

▽
補
助
額　
月
額
上
限
１
万
円

▽
交
付
期
間　
最
長
36
カ
月

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
☎
43
・
５
２
０
５

新
婚
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
制
度

補助
制度

市ホームページ

　

移
住
者
・
定
住
者
の
増
加
を
図

る
た
め
、市
内
に
居
住
し
定
期
券

を
購
入
し
て
高
速
バ
ス
な
ど
を
利

用
す
る
通
勤
・
通
学
者
へ
の
交
通

費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
９
年
度
か
ら
は
、事
業
名
を

「
移
住
・
定
住
促
進
通
勤
・
通
学

者
支
援
事
業
」に
改
め
る
ほ
か
、助

成
率
の
一
部
等
を
次
表
の
と
お
り

変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
本
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る

島
外
通
学
者
は
卒
業
ま
で
現
状
制

度
を
適
用

　

本
年
度
中（
令
和
８
年
４
月
１

日
～
令
和
９
年
３
月
31
日
）に
申

請
し
、本
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い

る
ま
た
は
さ
れ
る
島
外
通
学
者

は
、現
在
通
学
し
て
い
る
学
校
を

卒
業
す
る
ま
で
は
、現
在
の
助
成
率

（
30
％
）を
適
用
し
ま
す
。

変
更
の
理
由

　

本
事
業
は
令
和
８
年
度
末
に
事

業
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、こ
れ
ま

令和９年度からの助成内容

高速バスの定期券代×助成率

対象区分 助成率

島内・島外通学者 20％

島外通勤者
※最長 36カ月 20％

助成額

※その他助成対象区間の要件あり
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障害者
等

◆
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

　

人
手
不
足
の
解
消
に
向
け
て
、

「
超
短
時
間
雇
用
」
の
導
入
に
関

心
の
あ
る
事
業
者
か
ら
の
問
合
せ

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
電
話

ま
た
は
下
記
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

問
長
寿
・
保
険
課
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
６
０

　
障
害
や
病
気
な
ど
で
長
時
間
働

く
こ
と
が
難
し
く
、
超
短
時
間
の

お
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人
向
け

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
個
別
案
内

や
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　
❶
９
月
24
日（
木
）❷
25

日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す

※
一
人
50
分
の
枠
に
な
り
ま
す

※
相
談
員
や
ご
家
族
の
同
席
可
能

▽
場
所　
市
役
所
本
館
会
議
室

▽
申
込
方
法

　
お
電
話
ま
た
は
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

「
超
短
時
間
雇
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

求
職
者
登
録
面
談
会
（
９
月
実
施
）

申込フォーム

問合せフォーム

高齢者

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ま
へ

お
仕
事
等
を
紹
介
し
ま
す
！

❷
無
理
な
く
働
い
て
気
分
も
収
入

も
上
向
き
に

　
シ
ニ
ア
の
生
涯
活
躍

　
総
合
相
談
窓
口
（
要
予
約
）

▽
日
時　
９
月
28
日（
月
）

　
午
前
10
時
～
正
午

　
（
受
付
終
了 

午
前
11
時
）

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
４
・
３
０
５
会
議
室

◆
市
と
市
内
事
業
者
が
用
意
し
た

シ
ニ
ア
向
け
の
仕
事
を
紹
介

◆
事
業
者
が
数
社
参
加
予
定

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
参
加
申
込

問
長
寿
・
保
険
課
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
６
０

❶
活
動
の
「
場
」
を
紹
介
し
ま
す

　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度

　
説
明
会
・
相
談
会
（
要
予
約
）

▽
日
時　
９
月
18
日（
金
）

　
午
前
10
時
～
11
時

▽
場
所　
市
役
所
本
館
１
階

　
１
０
１
・
１
０
２
会
議
室

◆
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
人
、
生

き
が
い
づ
く
り
が
し
た
い
人
に

お
す
す
め

◆
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内
で

使
え
る
商
品
券
（
お
も
い
や
り

ポ
イ
ン
ト
券
）
に
交
換
で
き
る

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
参
加
申
込

①②参加申込
フォーム

臨時職員募集（職種：就業開拓他）
詳しくはシルバー人材センターまで

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

空いた時間で「ちょこっと」誰かのお手伝い

「ちょこサポ会員」「ちょこサポ会員」募集中 問0799-45-0012

チエブクロー

ホームページ

入会説明会のご案内
日時　９月 ９日（水）午後 1 時 30 分～
　　　　　　　　　　   ９月 24 日（木）午後 1 時 30 分～　
場所　南あわじ市シルバー人材センター
　　　（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、
　　　働き方などについて説明します。

募
集
期
間
・
応
募
方
法　
ペ
ー
ジ

上
段
に
掲
載
の
市
民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集
と
同
じ
で

す
。

留
意
事
項

■
本
募
集
へ
の
参
加
実
績
、
ま
た

は
提
案
・
発
言
に
よ
り
、
将
来

の
運
営
の
手
法
を
検
討
す
る
に

あ
た
り
優
遇
さ
れ
た
り
、
不
参

加
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
本
募
集
お
よ
び
市
民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
意

見
や
成
果
、
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
個
人
情
報
や
事
業

者
固
有
の
知
的
財
産
・
営
業
秘

密
に
配
慮
し
た
上
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
広
く
公
表
し
ま
す
。

■
各
事
業
者
か
ら
の
提
案
・
意
見

は
、
特
定
の
事
業
者
に
有
利
な

条
件
と
な
ら
な
い
よ
う
、
本
市

で
客
観
的
に
整
理
・
検
証
し
た

上
で
、
施
設
案
の
検
討
資
料
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
43
・
５
２
１
９

　

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

に
あ
た
り
、
類
似
施
設
で
の
運
営

実
績
や
専
門
的
な
知
見
を
踏
ま

え
、
施
設
の
配
置
計
画
や
機
能
、

持
続
可
能
な
運
営
体
制
等
に
つ
い

て
意
見
・
提
案
い
た
だ
け
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
次
の
❶
～
❸
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
今
後
開
催
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
で
き
る

事
業
者

❶
屋
内
遊
び
場
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、

そ
の
他
子
ど
も
向
け
商
業
施
設

や
公
共
施
設
等
の
運
営
ま
た
は

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
実
績
が
あ
る
事

業
者

❷
公
共
施
設
の
民
間
活
用
に
関
す

る
実
績
や
知
見
を
有
す
る
事
業

者
❸
そ
の
他
、
本
事
業
の
趣
旨
に
合

致
す
る
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
事
業
者

募
集
人
数　
３
者
程
度

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
に
伴
う

報
酬
や
交
通
費
な
ど
の
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん

募集

子
ど
も
屋
内
遊
び
場
施
設

類
似
施
設
運
営
事
業
者
の
意
見
募
集
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
令
和
３
年
度
に
閉

校
し
た
倭
文
中
学
校
跡
地
に
、
天

候
に
左
右
さ
れ
ず
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
伸
び
伸
び
と
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
る
屋
内
遊
び
場
施
設
の
整

備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、『
地
域

の
絆
を
深
め
る
、
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
を
通
じ
て
学
び
、
南
あ
わ
じ

市
の
未
来
を
育
む
遊
び
場
』
の
実

現
を
目
指
し
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
経

験
を
し
て
ほ
し
い
か
」「
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
施
設
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
」「
自
分
た
ち
の
手
で
場
を

創
り
、
育
て
て
い
く
」
と
い
う
視
点

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
一
つ
の

施
設
を
創
り
上
げ
て
い
く
取
り
組

み
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
２
点
の
ど
ち
ら
に
も

該
当
す
る
人

❶
南
あ
わ
じ
市
在
住
の
人

❷
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、

可
能
な
限
り
全
て
の
ワ
ー
ク
シ

ョッ
プ
に
参
加
で
き
る
人

募
集
人
数　
20
人
以
内

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
に
伴
う

報
酬
や
交
通
費
な
ど
の
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
日

◇
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

▽
日
時　
10
月
25
日（
日
）ま
た
は

11
月
１
日（
日
）予
定

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
（
２
時
間
程
度
を
予
定
）

▽
会
場　
倭
文
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進

め
方
説
明
、
旧
倭
文
中
学
校
施

設
の
見
学

◇
今
後
の
予
定

・
概
ね
毎
月
１
回
、
計
４
回
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

募
集
期
間　
９
月
１
日（
火
）～

　
９
月
25
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

※
応
募
受
付
は
、
応
募
期
間
内
に

事
務
局
に
到
着
し
た
応
募
書
類

を
対
象
と
し
ま
す
。
事
務
局
に

到
着
し
た
順
に
受
付
を
行
い
、

定
員
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
速
や

か
に
ご
案
内
し
ま
す

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
（
期
限

ま
で
に
必
着
）、
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
持
参
で
下
記
の
申
し
込

み
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
、
市
内

子
ど
も
屋
内
遊
び
場
施
設

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
募
集
に
つ
い
て

募集

各
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
10
月
９
日（
金
）ま

で
に
ご
案
内
し
ま
す

■
郵
送
・
持
参

　
〒
６
５
６
‐
０
４
９
２

　
南
あ
わ
じ
市
市
善
光
寺
22
‐
１

南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員
会

　
こ
ど
も
未
来
課

■
電
子
メ
ー
ル

　

件
名
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加

希
望
（
子
ど
も
の
遊
び
場
）」

と
応
募
用
紙
と
同
様
の
内
容
を

記
載
の
う
え
、　kodom

o@
city.m

inam
iawaji.hyogo.jp

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
43
・
５
２
１
９

　
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
か
み
か
み

百
歳
体
操
や
ミ
ニ
健
康
講
座
、
飲

み
込
み
や
聞
こ
え
に
関
す
る
相
談

を
行
い
ま
す
。

日
時　
９
月
18
日（
金
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
南
あ
わ
じ
ク
ア
施
設

　
さ
ん
ゆ
～
館

※
先
着
30
人
（
南
あ
わ
じ
市
在

住
65
歳
以
上
の
人
へ
、
入
浴

１
０
０
円
割
引
券
を
進
呈
）

※
当
日
、
参
加
申
込
書
へ
ご
記
入

い
た
だ
き
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
☎
43
・
５
２
３
７

南
あ
わ
じ
ク
ア
施
設
さ
ん
ゆ
～
館

ほ
っ
と
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

健康

温
泉
の
つ
い
で
に
気
軽
に
健
康
づ
く
り

　

専
門
職
に
よ
る
ミ
ニ
講
話
や
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
相
談
を
行
い

ま
す
。

日
時　

❶
９
月
14
日（
月
）管
理
栄
養
士

❷
９
月
16
日（
水
）理
学
療
法
士

❸
９
月
25
日（
金
）歯
科
衛
生
士

各
日
午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
湯
の
川
荘

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

※
参
加
無
料
・
予
約
不
要

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
☎
43
・
５
２
３
７

ふ
ら
っ
と
湯
の
川 

健
康
教
室

健康
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野生動物の出没に注意しましょう
問農林振興課☎43-5223

集落ぐるみの鳥獣対策への補助金

野生動物への餌付けはやめてください

もしも出会ってしまったら

サルの場合

シカ・イノシシの場合 　鳥獣被害対策には、「柵の整備」「捕獲」
「潜み場をなくすなどの環境管理」が重
要です。市では、計画的に対策を行う自
治会に補助金を交付します。
■対象　鳥獣被害防止計画を策定した自
治会

■鳥獣被害防止計画とは　集落内で鳥獣
被害の状況や課題を共有し、効率的・
効果的な対策を検討して定める計画

■対象事業　計画に基づいて実施する防
護柵の整備・補修、追い払い用資機材・
忌避剤の購入など

■補助金額　対象事業ごとに５万円など
（事業内容により補助率や上限金額が
異なります）

※詳しくは農林振興課にお問合せください

　野生動物が住宅周辺に出没する最大の理由は「餌」です。食べ物がない
場所は野生動物にとって魅力がありません。
　また、餌付けをすると人慣れして頻繁に出没するようになったり、予想し
ていない動きでケガをさせられたりする恐れがあります。

・近づかない
　不用意に近づかず、背中を見せずにゆっくり後ずさりしまし
ょう。立ち去ることが難しい場合は、物陰に隠れるなど安全
な場所でやり過ごしてください。

・威嚇したり、驚かせたりしない
　大声で叫ぶ、攻撃するなどの過度な追い払い行為は、シカ・
イノシシを興奮させてしまう恐れがあり危険です。

・目を合わせず、静かに距離をとる
　サルは目を見つめられると威嚇されたと思い、人が視線をそ
らした時に襲ってくることがあります。あらかじめ目を見な
いようにしましょう。こちらに気づいてい
ないときは、静かにその場から立ち去り
ましょう。

！

×
気づかぬうちに寄せ付けてしまっているかも…

手入れされていない草むら手入れされていない草むら
餌場になるだけでなく隠れ場所にもな餌場になるだけでなく隠れ場所にもな
ります。草刈りや藪払いを行い、見通ります。草刈りや藪払いを行い、見通
しを良くして野生動物の隠れ場所をなしを良くして野生動物の隠れ場所をな
くしましょう。くしましょう。

指定日・場所が守られていない生ごみ指定日・場所が守られていない生ごみ
生ごみに含まれる食品の臭いが野生動生ごみに含まれる食品の臭いが野生動
物を寄せ付ける要因になります。適切物を寄せ付ける要因になります。適切
なごみ出しへご協力ください。なごみ出しへご協力ください。

ペットや野良猫への置き餌ペットや野良猫への置き餌
ペットなどの餌を屋外に放置しているペットなどの餌を屋外に放置している
と野生動物を誘引する可能性がありまと野生動物を誘引する可能性がありま
す。食べ残しは早めに回収しましょう。す。食べ残しは早めに回収しましょう。

放置された野菜や果樹放置された野菜や果樹
野生動物にとっては栄養価の高い食料野生動物にとっては栄養価の高い食料
になります。野菜残さはすき込む、果になります。野菜残さはすき込む、果
樹はすべて採取するなど、適切に処理樹はすべて採取するなど、適切に処理
しましょう。しましょう。

災害対策は考えていますか
　ペットと共に暮らす場合、ペットの防災対策も必要
です。いざというときに備え、次の準備ができている
か確認しましょう。 
・ペットフードや水、常備薬（最低５日分以上）、ペッ
ト用の食器・首輪・リード・トイレ用品・クレート（ケ
ージ）等を用意していますか
・狂犬病等の予防接種は受けていますか
・鑑札・迷子札・マイクロチップ等を装着していますか
・嫌がらずにクレート（ケージ）に入れますか
・トイレは決められた場所でできますか
・他の人や動物を怖がりませんか
　災害時は、人もペットも慣れない場所で避難生活を
送ることになります。トイレ、怖がり、ケージに入ら
ない等の問題は訓練で改善できます。いざというとき
に備え、日頃から練習しましょう。

動物を捨てること、虐待することは犯罪です。
動物は愛情と責任をもって最期まで飼いましょう。
問環境課☎ 43-5214

犬や猫のトラブルを防ぐために
❶ふんは持ち帰りましょう
　散歩時は、ふんを持ち帰る袋と水を必ず持参しましょう。
❷ノーリードは絶対にやめましょう
　音や光に驚いて突然走り出し、人や犬に危害を加えた
り、交通事故になる危険があります。犬と人の安全のた
め、必ずリードを着けて確実に制御しましょう。長さを
変えられるリードは事故防止のため、短い状態で固定し
て使用しましょう。
❸猫は室内で飼いましょう
　猫は基本的に室内飼いが望ましいです。屋外で放し飼い
にすると交通事故や感染症の危険があり、ふん尿被害など
近隣トラブルの原因にもなります。発情期の鳴き声防止や
病気予防のため、不妊手術を行い室内で飼いましょう。
❹飼い主のいない猫対策
　「かわいそうだから」と飼い主のいない猫にえさを与え
ると、猫が増え、近隣トラブルの原因になります。置き
餌の禁止、ふん尿の後始末、不妊手術を徹底しましょう。
　市では、市内に生息する飼い主のいない猫の不妊手術
費の一部を助成しています。詳しくは、環境課へお問い
合わせください。

９月20日（日）～26日（土）は
動物愛護週間です

動物
愛護

　動物愛護週間は、「動物の愛護及び管理に関する法律（動物愛護管理法）」に基づき、
生
いのち
命ある動物の愛護と適正な飼養への関心と理解を深めるために設けられています。
　この機会に飼っている動物や身近な動物について、改めて考えてみましょう。

　市内の家畜の改良と畜産知識の普及啓発を図るため、畜
産共進会を開催します。共進会では、市内の畜産農家が丹
精込めて飼育した和牛および乳牛が集まり、資質や骨格の
美しさを競います。
　なお、和牛の部・乳牛の部は同日開催となります。
日時　10月３日（土） ８:30 ～ 13:30
※小雨決行
場所　南あわじ市文化体育館「元気の森ホール」
   　　大駐車場
※詳しくは市ホームページをご覧ください

問農林振興課☎ 43-5223

第22回南あわじ市畜産共進会畜産

昨年度の畜産共進会

市ホームページ
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陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

スマホの困りごと解決をお手伝い

スマホ相談窓口開設中
　スマホ相談窓口は、市役所１階ロビーで開設し
ています。スマホ利用でお困りの人や、これから
スマホを始めたい人は、ぜひご利用ください。
　混雑が予想されますので、お電話でご予約の
上ご利用ください。
開設日時　毎週火曜日、金曜日 9:00～17:00
場所　市役所本館１階ロビー
予約受付専用電話　☎0120-333-658
予約受付時間　9:00～17:00
※詳しくは市ホームページをご覧ください
問総務課業務改善推進室☎43-5206

毎月・月末・平日・３日間
フードドライブ・デイ

　フードドライブとは、ご家庭で使わずに眠っ
ている食品や余っている食品を集め、必要とす
る人に提供する取り組みです。
日時　９月28日（月）・29日（火）・30日（水）
　　　９:00～16:00
場所　広田地区公民館、湊地区公民館
　　　市地区公民館、福良地区公民館
受付できる食品　お米、乾麺、缶詰・インスタン
ト食品・レトルト食品、調味料、お菓子、飲料な
ど賞味期限が1カ月以上あるもの
持ち込み方法　公民館に設置の「回収ＢＯＸ」に
食品を入れ、受付表に寄付日を記入してくだ
さい。
※詳しくは、市ホームページを
　ご覧ください
問市消費者協会事務局（市民協働課内） 
　☎43-5244

市ホームページ

本会議　※開会はすべて午前 10 時から

日 程 会 議 内 容

８月26日（水）

❶条例案上程
❷令和８年度一般会計補正予算案上程
❸令和７年度一般会計、特別会計等決算
認定案上程
❹その他の案件上程

９月４日（金） ❶一般質問

９月７日（月） ❶一般質問

９月８日（火） ❶一般質問❷追加議案上程

９月９日（水） 予備日

９月28日（月）❶付託案件委員会審査報告、表決❷追加議案上程、表決

問議会事務局☎ 43-5005

議会 第142回市議会
定例会日程（９月）

委員会　※開会はすべて午前 10 時から

日 程 会 議 内 容

９月17日（木） 総務文教常任委員会
付託案件の審査

９月18日（金） 産業厚生常任委員会

YouTube で本会議、委員会のライブ配信
を行っていますので、視聴ください。
チャンネル名：兵庫県南あわじ市議会

※令和７年度決算の決算審査特別委員会は、
　９月 10 日（木）・11 日（金）・14 日（月）・15
日（火）に行う予定です

生活道路における自動車の
法定速度が引き下げられます

問危機管理課☎ 43-5203
　南あわじ警察署☎42-0110

　令和８年９月１日から、市民の皆さんが日常生
活で利用する、中央線や車両通行帯が設けられて
いない道路（いわゆる「生活道路」）の法定速度
が 60 キロメートルから 30 キロメートルに引き
下げられます。

秋の全国交通安全運動実施

問危機管理課☎ 43-5203
　南あわじ警察署☎42-0110

実施期間　９月21日（月）～30日（水）
＜重点目標＞
❶歩行者の安全確保と反射材用品の着用促進
❷夕暮れ時の早めのライト点灯と飲酒運転や　
　「ながらスマホ」の根絶
❸自転車・特定小型原動機付自転車の交通
　ルールの理解・遵守の徹底

９月９日 (水 ) は救急の日 
９月６日 (日 ) ～ 12日 ( 土 ) は
救急医療週間です
■救急車の適正な利用を
　救急車は緊急を要する方が必要とします。
　適正な利用にご協力をお願いします。

問淡路広域消防事務組合
　☎ 24-0119

■電話で「＃7119」に相談を
　救急車を呼んだほうがいい？病院に行った方がいい？
突然の病気やケガで困ったときに電話してください。市
民からの救急医療相談を、看護師等が医師の支援体制の
もと、24 時間・365 日対応します。相談の結果、救急
車を呼んだ方がいいか、急いで病院を受診した方がいい
か、受信できる医療機関はどこかなどを案内します。
　固定電話、携帯電話からも「＃ 7119」により、ご利
用できます。短縮ダイヤル「＃ 7119」または、「078-
331-7119」におかけください。
※相談料は無料、通話料は利用者負担

■こんな時は迷わずに 119 番通報を
▢ 倒れて意識が無い　▢ 突然の激しい頭痛　
▢ 急にうまく話せなくなった　
▢ 胸が締め付けられるように痛む
※心肺蘇生法を淡路広域消防事務組合ホームページに
　掲載していますので活用してください

「南あわじ市暮らしの便利帳」
掲載広告を募集します

　市では、市の魅力や各種届出、子育て・
介護・福祉などの情報を掲載した冊子「南
あわじ市暮らしの便利帳」を３年ぶりに
更新し、令和８年度中に発行します。
　作成にあたり、広告掲載にご協力いた
だける事業者を募集しており、市内事業
者には、暮らしの便利帳を共同発行する
株式会社サイネックスの営業担当者が訪
問します。ご理解とご協力をよろしくお
願いします。
　なお、広告掲載については株式会社
サイネックス姫路支店（☎ 079-222-
7630）へ直接お問い合わせください。
問シティプロモーション課
　☎ 43-5201

市ホームページ



南あわじ市からのお知らせ
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吉備国際大学吉備国際大学からのからのお知らせお知らせ
　

　

守本市長による特別講演を開催
　吉備国際大学の１年生対象科目「グローバル
スタディーズ」にて、南あわじ市の守本憲弘市
長をお招きし、毎年恒例の特別講演会を開催い
たしました。
　今年度新しく開設されたアクアグリーン
フィールド学科の１年生をはじめ、約 100 人
の学生たちが会場に集まり、市長の温かく熱意
あふれるお話に深く耳を傾けました。講演は「働
くことや成長することの意味」という身近な問
いかけから始まり、市の取り組みや街の魅力に
ついて丁寧にお話しいただきました。
　守本市長からは「コンパクトな街ですが、そ
の中には全国に誇れる豊かな資源やすばらしい
伝統文化が満ち溢れています。この地域のすご
さを肌で感じ、ぜひ南あわじ市で何か新しいこ
とに挑戦してほしい」と、心強い期待の言葉が

贈られました。学生たちは真剣なまなざしでメ
モを取りながら、自分たちが暮らす地域の魅力
や未来について理解を深めていました。
　地域のすばらしさを再発見し、大学での学び
や未来への意欲が一段と高まる大変貴重な時間
となりました。本学ではこれからも市民の皆さ
まとともに歩み、地域に貢献できる豊かな学び
と人材の育成に取り組んでまいります。
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　淡路人形座　新作演目「くにうみ」は古事記く
にうみ神話がテーマで、大継康高氏(株式会社　
海空)の総合プロデュースのもと、CGや照明技
術、衣装山を盛り込んだ伝統と革新が合わさった
ダイナミックな演出
が特徴です。
　この度、日本遺産
認定10周年を記念
し、淡路島にお住い
の人やお勤めの人
150人を対象に「く
にうみ」特別公演を
行います。

問淡路島日本遺産委員会（淡路島観光協会内）
　☎ 22-0742

「くにうみ」

問 (公財 ) 兵庫県市町村振興協会
　☎ 078-954-6020

　ハロウィンジャンボ宝くじの売上金の約４割は、
県内市町の住み良いまちづくりに活用されていま
す。売上金は、各都道府県の販売実績
等に応じて交付されますので、ぜひ、兵ぜひ、兵
庫県内の宝くじ売り場またはインター庫県内の宝くじ売り場またはインター
ネットでお買い求めください。ネットでお買い求めください。
●発売　９月 16日（水）～ 10月 16日（金）

当たってにっこり 地元もほっこり

第18回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会
（５月17日・神戸市）

大将の部 ③奈木朋子

令和８年度ひょうご女性スポーツの会競技別大会
第５回兵庫県女子剣道交流大会（５月24日・神戸市）

③奈木朋子

第22回南あわじ市子ども会仲良し将棋大会
（７月26日・南あわじ市役所）

高学年の部 ①髙田寛翔（広田小）②里見浩輝（八木小）

　　　　　 ③片山智仁（八木小）

低学年の部 ①竹中一晟（市小）②宮本昂青（八木小）

　　　　　 ③河野映太（榎列小）

第14回南あわじ市子ども会仲良しオセロ大会
（７月26日・南あわじ市役所）

高学年の部 ①入江大雅（八木小）②藤川沙良（八木小）

　　　　　 ③藤原晟永（賀集小）

低学年の部 ①岡田旺（市小）②大川澄陽（市小）

　　　　　 ③平野蓮季（市小）

第71回全淡柔道大会（８月２日・洲本市）

◆団体戦
小学校低学年 ②南淡少年柔道教室
小学校高学年 ①南淡少年柔道教室Ａ
　　　　　　 ②南淡少年柔道教室Ｂ
中学男子 ①沼島中学校Ａ②沼島中学校Ｂ
中学女子 ①南淡中学校
高校一般男子1部 ①南淡柔道クラブＡ
　　　　　　　    ②南淡柔道クラブＢ

大会結果 （敬称略）
※大会結果は、市大会規模以上を対象。
　大会主催者および関係者からの情報提供に基づき作成

◆個人戦
南：南淡少年柔道教室　　洲：洲本少年柔道クラブ
五：五色柔道クラブ　南中：南淡中学校
沼中：沼島中学校　南ク：南淡柔道クラブ

【小学生】
１年女子 ③長手絃（南）

２年男子 ③長手心（南）　
２年女子 ①谷口湊音（五）

３年男子 ②井本綾斗（洲）

３年女子 ①川端あさひ（洲）③半谷莉音（南）

４年男子 ①天羽一翔（南）②橋本虎ノ助（南）

５年男子軽量級 ①中嶋一葉（南）③山形彼夢（南）

５年男子重量級 ①井津尾翼徳（南）③北本大吉（南）

５年女子軽量級 ①森本真碧（南）

５年女子重量級 ①谷口心咲（五）③正木杏果（南）

６年男子軽量級 ①芝永連（南）②村上俊介（南）

６年男子重量級 ①干潟大翔（南）②干潟海翔（南）

　　　　　　　 ③波戸﨑悠正（南）

６年女子軽量級 ①天羽希維（南）

６年女子重量級 ③谷口晴南（五）

【中学生】
１年男子 ①安藤玲音（沼中）②小林宝真（沼中）

　　　　 ③阪口蒼翔（沼中）

２年男子 ①花田義治（沼中）②小林朔（沼中）

３年男子 ①佐々木瑠斗（沼中）

女　　子 ①松田果穂（沼中）②前田愛梨（南中）

　　 　　③奈木杏樹（南中）                

淡路選手権 ①道中健人（南ク）

松帆銅鐸重要文化財指定記念
講演会を開催します（無料）

日時　９月５日（土） 13:00 ～ 15:40
場所　湊地区公民館　　定員　200人
内容　全体テーマ「奇跡の発見から重要文化財へ」
　　　講演、ディスカッション　
申込方法　右の申込フォームから
　　　　　お願いします。
問玉青館☎ 36-2314 申込フォーム


